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読
書
は
「
考
え
る
力
」「
感
じ
る
力
」「
表
す
力
」
を
育
み
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

土
岐
市
で
は
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
文

化
や
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
、
子
育
て
世
代
の
重
要
な
関
心

事
で
あ
る
教
育
の
充
実
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力
の
向
上
を
図
り
、

「
読
書
が
育
て
る
ま
ち
の
未
来
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

読
書
が
育
て
る

　
　
　
　

ま
ち
の
未
来

子
ど
も
た
ち
が
本
に
出
会
う
機
会
で
、
義
務
教
育
の
９
年
間

を
過
ご
す
学
校
の
図
書
室
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
、
市
は
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、
小
中
学
校

の
読
書
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
で
整
備
さ
れ
た
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
「
と
き

し
電
子
図
書
館
」
と
の
連
携
。
こ
れ
に
よ
り
電
子
図
書
の
貸
し

出
し
冊
数
が
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
も
う
１
つ
が
「
学
校
司
書

支
援
員
」
の
配
置
で
す
。
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
司
書
支
援

員
を
配
置
し
、
図
書
主
任
の
先
生
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
と
本
と
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

「
図
書
室
が
楽
し
い
！
」「
読
書
が
楽
し
い
！
」
と
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
―
。
今
回
の
特
集

は
、
妻
木
小
学
校
の
図
書
室
を
紹
介
し
ま
す
。

　

読
書
活
動
推
進
室
（
内
線
３
６
１
）

改
革
が
進
む

　
　

小
中
学
校
の
読
書
環
境
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読書委員　切島　佳愛さん 学校司書支援員　加知　恵子

ワクワクしながら図書室
に入ってきてくれるように、
ポップや本の一部を抜き出し
て展示するなど、
本を読みたくなる
工夫をしています。

みんなが読んだ本の
紹介で読書の木が大きくなります。
みんながすすめてくれると読みたくなります。
支援員さんが作った飾りで楽しい気分にな

ります。明るい図書室が大好きです。

課題図書や新しい
本のコーナーを
チェックするのが
楽しみ！

図書室に入ってすぐ目に飛び込むのは、今月
のテーマのコーナーです。それぞれの月でその
時期にあった内容を掲示します。今は、“こども
の本総選挙”の案内です。
その他にも、特集コーナー、
新聞コーナーや時事問題などで
旬な事柄に興味を持ってもらう
ためのコーナーなど、テーマ
ごとにコーナー
を分けています。

読書委員　池宮　心絆さん

読書委員　波多野　旭さん

子どもたちが本を読むことで、
読書の木が実を付け豊かになります。
子どもたちの成長が木の成長につながります。

子ども新聞

読
の

書
⽊

本の博物館を
イメージしています

工
夫

楽
し
い
掲
示
で
図
書
室
を
明
る
く

010101

工夫 いろんなコーナーを用意020202

子ども向けの
新聞も置いてあ
るよ。漢字にふ
りがなが振って
あったり、子ど
もの関心が高い記
事があったりして、
今の出来事がわか
るよ。
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どこにどんな種類の本がある
のか大きな番号で案内してある
から探しやすいよ。

読書委員　安藤　和奏さん

読書委員　田澤　壮祐さん

図書主任　小森　瑛玲香　教諭

支援員さんのおすす
めの本の表紙が見える
ようにしてあったり、
部屋の真ん中には授業
の調べ学習に役立つ本
が選んで置いてあった
りするからうれしいな。

登
録
番
号
で
本
の
貸
し
出
し
を
管

理
す
る
学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
導

入
で
、
ど
ん
な
本
が
子
ど
も
た
ち
に

人
気
が
あ
る
の
か
、
授
業
と
リ
ン
ク

さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
本
を
選
ん
だ

ら
良
い
か
な
ど
の
分
析
が
で
き
、
本

の
掲
示
の
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
番
号
を
使
い
、
と
き
し

電
子
図

書
館
も

利
用
す

る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

授業の内容に興味を持ってもら
うため、また、理解を深めるため
に支援員さんに相談して本の選択
や展示の方法を考えてもらってい
ます。支援員さんの工夫により、
普段は目に留まらない本でも興味
をもって読んでくれ、授業以上の
知識を得たり、
普段は読まない
本に出会った
りすることが
でき、学びの
幅が広がって
います。

いろいろな本に出会えるの
は子どものうちだと思います。
図書室をきっかけに、大人
になっても、読書＝楽しいと
いうイメージでいてくれると
うれしいです。

支援員さんが本の内容や
種類などを楽しく教えてく
れているよ。
友だちが書いたポップ
もあって、いろんな本が
読みたくなっちゃう！

読書委員　曽根　章斗さん

工
夫

分
類
案
内
と
本
の
陳
列
を
見
や
す
く

030303

本
の
紹
介
を
楽
し
く
ポ
ッ
プ
に

工
夫

040404

本との出会いを大切に、
　いつまでも「読書＝楽しい」
　　　イメージをもってほしい

「学びの幅が広がっています」

本の表紙が見えるような陳列

授業に関連する本の展示




